
〈
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
報
告
〉

近
世
天
皇
家
の
女
性
た
ち

久
　
保
　
貴
　
子

は
じ
め
に

　
本
報
告
で
は
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
テ
ー
マ
で
あ
る
「
近
世
朝
廷
の
女
性
た

ち
」
の
な
か
で
、
天
皇
の
女
性
家
族
に
あ
た
る
正
妻
・
生
母
・
娘
（
皇
女
）

を
取
り
上
げ
、
家
社
会
の
浸
透
す
る
近
世
と
い
う
時
代
性
に
着
目
し
、
そ
の

特
徴
を
中
心
に
概
要
を
述
べ
る
こ
と
に
し
た
い
。
そ
し
て
、
三
〇
〇
年
近
く

に
及
ぶ
近
世
の
間
に
起
こ
っ
た
意
識
の
変
化
や
制
度
の
変
遷
を
明
ら
か
に
で

き
れ
ば
と
思
う
。

】
　
天
皇
の
正
妻

近
世
的
特
徴
と
い
え
ば
、
な
ん
と
言
っ
て
も
正
妻
の
復
活
で
あ
る
。
天
正

一
四
年
（
】
五
八
六
）
】
二
月
、
近
衛
前
久
の
娘
前
子
が
関
白
豊
臣
秀
吉
の

養
女
と
し
て
、
後
陽
成
天
皇
の
許
に
入
内
し
、
女
御
と
な
っ
た
。
こ
こ
に
女

御
の
称
が
、
南
北
朝
以
来
再
興
さ
れ
、
以
後
、
近
世
に
お
け
る
天
皇
の
正
妻

の
称
呼
は
通
常
女
御
で
あ
る
。
ま
た
、
前
子
が
近
衛
家
の
娘
で
あ
る
よ
う
に
、

天
皇
の
正
妻
は
、
基
本
的
に
は
摂
家
の
娘
か
ら
選
ば
れ
る
こ
と
に
な
る
（
正

妻
一
三
人
中
九
人
が
摂
家
の
娘
）
。
ま
た
、
古
代
に
見
ら
れ
た
よ
う
な
一
天
皇

に
二
妻
が
並
び
立
つ
よ
う
な
こ
と
は
な
く
、
い
わ
ゆ
る
再
婚
も
、
一
九
世
紀

前
半
、
仁
孝
天
皇
が
、
正
妻
鷹
司
繋
子
没
後
に
妹
の
誤
子
を
後
妻
に
迎
え
た

一
例
が
あ
る
の
み
で
あ
る
。

　
こ
う
し
て
復
活
し
た
正
妻
の
地
位
は
、
制
度
的
に
も
保
障
さ
れ
た
。
近
世

の
女
御
御
料
と
し
て
明
確
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
の
は
、
前
子
が
慶
長
⊥
ハ
年
（
一

六
〇
一
）
に
武
家
政
権
か
ら
得
た
六
〇
〇
石
か
ら
と
言
え
よ
う
。
こ
の
の
ち

寛
文
九
年
（
一
六
六
九
）
、
鷹
司
房
子
が
霊
元
天
皇
の
許
に
入
内
す
る
際
、
幕

府
か
ら
二
〇
〇
〇
石
が
進
上
さ
れ
、
以
降
、
二
〇
〇
〇
石
に
定
ま
っ
て
い
る
。
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ま
た
、
女
御
は
、
の
ち
に
夫
で
あ
る
天
皇
の
譲
位
や
死
去
を
は
じ
め
、
さ
ま

ざ
ま
な
事
由
に
よ
っ
て
女
院
号
を
得
る
（
そ
の
前
に
三
宮
か
そ
れ
に
准
ず
る

こ
と
が
条
件
）
が
、
「
女
院
」
と
い
う
称
呼
も
ま
た
正
妻
に
の
み
認
め
ら
れ
る

も
の
で
、
そ
の
住
ま
い
は
女
院
御
所
と
呼
ば
れ
た
（
後
陽
成
天
皇
生
母
勧
修

寺
晴
子
は
例
外
）
。
た
だ
、
唯
一
女
院
号
を
得
て
い
な
い
女
御
が
一
人
存
在
す

る
。
そ
れ
は
、
後
西
天
皇
の
女
御
高
松
宮
明
子
で
、
後
西
天
皇
が
皇
位
を
継

承
し
た
際
の
事
情
に
起
因
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
後
西
天

皇
は
、
皇
兄
後
光
明
天
皇
が
嗣
子
な
く
没
し
、
儲
君
（
皇
継
）
と
定
め
ら
れ

た
一
歳
の
皇
弟
高
貴
宮
（
霊
元
天
皇
）
が
成
長
す
る
ま
で
の
間
、
父
後
水
尾

院
に
よ
り
皇
位
を
預
け
ら
れ
た
天
皇
で
あ
っ
た
。
こ
の
と
き
す
で
に
妻
だ
っ

た
高
松
宮
明
子
は
、
後
西
天
皇
の
践
詐
に
と
も
な
い
女
御
と
な
る
が
、
以
後

生
涯
、
称
呼
は
「
女
御
」
の
ま
ま
変
わ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
。

　
と
こ
ろ
で
、
古
代
以
来
、
天
皇
の
正
妻
の
正
式
の
称
呼
で
あ
る
皇
后
（
中

宮
）
は
、
寛
永
元
年
（
一
六
二
四
）
一
一
月
、
後
水
尾
天
皇
女
御
徳
川
和
子

の
時
に
よ
う
や
く
復
活
（
こ
れ
も
南
北
朝
以
来
）
し
、
中
宮
職
も
付
置
さ
れ

た
が
、
定
着
は
し
て
お
ら
ず
、
近
世
を
通
じ
て
皇
后
（
中
宮
）
は
和
子
を
含

め
五
人
に
過
ぎ
な
い
（
う
ち
一
人
は
前
述
の
鷹
司
繋
子
1
1
新
皇
嘉
門
院
で
、

没
後
に
贈
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
）
。
一
方
、
皇
太
后
の
称
呼
は
、
享
保
一
三
年

（一

ｵ
二
八
）
一
二
月
、
中
御
門
天
皇
の
女
御
で
あ
っ
た
故
近
衛
尚
子
（
新

中
和
門
院
）
に
対
し
て
、
所
生
の
皇
子
昭
仁
親
王
（
桜
町
天
皇
）
の
立
太
子

を
機
に
贈
ら
れ
た
こ
と
で
復
活
し
た
。
以
後
、
女
御
か
ら
准
三
宮
を
へ
て
皇

太
后
に
な
る
道
が
開
か
れ
、
幕
末
ま
で
、
正
妻
の
称
呼
の
移
動
は
こ
ち
ら
が

主
流
と
な
る
。
こ
の
背
景
に
は
、
天
皇
の
正
妻
と
後
嗣
と
の
親
子
関
係
を
重

視
す
る
意
識
・
制
度
の
定
着
が
あ
ろ
う
。
天
皇
の
正
妻
は
、
後
嗣
が
所
生
の

子
で
な
い
場
合
に
は
、
母
子
関
係
を
公
的
に
結
ぶ
（
実
子
・
養
子
に
す
る
）

よ
う
に
な
り
、
後
嗣
の
践
詐
・
即
位
な
ど
を
機
に
皇
太
后
と
な
っ
た
の
で
あ

る
。
こ
の
皇
后
・
皇
太
后
の
御
料
は
、
長
ら
く
女
御
御
料
と
同
高
で
あ
っ
た

（
つ
ま
り
、
皇
后
・
皇
太
后
に
進
ん
で
も
御
料
高
に
お
い
て
は
変
化
が
な
か
っ

た
）
が
、
後
桃
園
天
皇
の
女
御
近
衛
維
子
が
、
天
明
元
年
（
一
七
八
一
）
皇

太
后
に
進
ん
だ
際
、
三
〇
〇
〇
石
に
定
め
ら
れ
た
。

　
女
院
御
料
は
、
慶
長
六
年
、
勧
修
寺
晴
子
（
新
上
東
門
院
）
が
二
〇
〇
〇

石
を
得
た
の
に
始
ま
る
。
そ
の
後
、
元
禄
八
年
（
一
六
九
五
）
、
鷹
司
房
子
（
新

上
西
門
院
）
が
一
〇
〇
〇
石
加
増
さ
れ
て
三
〇
〇
〇
石
と
な
っ
た
が
、
女
院

御
料
高
と
し
て
定
め
ら
れ
た
わ
け
で
は
な
く
、
寛
延
三
年
（
一
七
五
〇
）
、
桜

町
天
皇
の
正
妻
二
条
舎
子
が
女
院
号
（
青
綺
門
院
）
を
得
る
に
あ
た
っ
て
、

幕
府
と
の
交
渉
の
末
、
三
〇
〇
〇
石
と
な
り
、
こ
れ
に
よ
っ
て
女
院
御
料
が

定
ま
っ
た
。
な
お
、
勧
修
寺
晴
子
は
、
先
に
触
れ
た
よ
う
に
、
後
陽
成
天
皇

の
生
母
で
は
あ
る
が
、
正
親
町
天
皇
の
後
嗣
誠
仁
親
王
の
正
妻
で
は
な
い
。

し
た
が
っ
て
、
本
来
は
次
章
で
取
り
上
げ
る
べ
き
人
物
だ
が
、
当
時
は
、
天

皇
お
よ
び
後
嗣
に
正
妻
の
い
な
い
時
代
で
、
誠
仁
親
王
御
所
に
勤
仕
し
た
女

房
と
は
い
え
、
誠
仁
親
王
没
後
、
後
陽
成
天
皇
が
皇
位
を
継
承
す
る
と
、
た

だ
ち
に
准
三
宮
と
な
り
、
さ
ら
に
、
慶
長
五
年
一
二
月
、
女
院
号
を
得
て
女

院
と
称
さ
れ
た
。
住
ま
い
も
翌
年
、
故
正
親
町
院
の
御
所
が
当
て
ら
れ
て
お

り
、
こ
う
し
た
待
遇
は
、
そ
の
後
の
天
皇
正
妻
の
女
院
と
同
等
で
あ
る
。
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一
方
、
称
呼
上
、
別
格
の
展
開
を
見
せ
た
の
が
、
光
格
天
皇
の
正
妻
欣
子

内
親
王
で
あ
る
。
欣
子
内
親
王
は
、
後
桃
園
天
皇
の
娘
と
い
う
出
自
に
よ
り
、

「
女
御
」
の
称
は
用
い
ら
れ
ず
、
入
内
前
に
准
三
宮
と
な
り
、
入
内
と
と
も

に
皇
后
（
中
宮
）
と
な
っ
た
。
さ
ら
に
、
「
実
子
」
と
し
た
仁
孝
天
皇
の
践
詐

か
ら
三
年
後
の
文
政
三
年
（
一
八
二
〇
）
三
月
、
皇
太
后
に
進
み
、
近
世
史

上
、
唯
一
、
皇
后
か
ら
皇
太
后
に
進
ん
だ
正
妻
で
あ
る
。
そ
の
後
、
光
格
院

没
後
の
天
保
一
二
年
（
一
八
四
一
）
に
女
院
（
新
清
和
院
）
と
な
っ
て
い
る
。

　
以
上
の
よ
う
に
、
天
皇
の
正
妻
は
、
称
呼
・
御
料
・
住
居
を
は
じ
め
付
置

さ
れ
る
人
々
な
ど
、
次
章
で
述
べ
る
天
皇
生
母
と
は
地
位
・
待
遇
に
格
差
が

あ
っ
た
。
こ
の
た
め
、
院
不
在
状
況
で
は
、
故
院
の
正
妻
（
女
院
）
か
つ
現

天
皇
の
「
母
」
と
し
て
朝
廷
内
で
重
視
さ
れ
、
発
言
の
影
響
力
も
大
き
か
っ

た
。
そ
の
好
例
が
、
桜
町
天
皇
の
正
妻
二
条
舎
子
（
青
綺
門
院
）
で
、
桜
町

院
没
後
（
一
八
世
紀
後
半
）
の
朝
廷
に
お
い
て
は
、
桃
園
天
皇
の
実
母
、
後

桜
町
天
皇
の
生
母
と
し
て
欠
く
べ
か
ら
ざ
る
存
在
と
な
っ
て
い
る
。

二
　
天
皇
の
生
母

　
近
世
の
天
皇
の
生
母
は
一
五
人
に
上
る
が
、
そ
の
う
ち
一
〇
人
は
天
皇
の

正
妻
で
は
な
い
。
一
章
で
述
べ
た
よ
う
に
、
近
世
的
特
徴
と
し
て
言
え
る
こ

と
は
、
勧
修
寺
晴
子
を
除
き
、
天
皇
の
正
妻
と
の
間
に
は
大
き
な
差
異
が
あ

る
こ
と
で
あ
る
。
正
妻
で
は
な
い
天
皇
の
生
母
は
、
通
常
、
禁
裏
勤
め
の
女

官
（
典
侍
・
掌
侍
睦
堂
上
公
家
の
娘
）
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
れ
に
も
例

外
が
あ
り
、
閑
院
宮
家
出
身
の
光
格
天
皇
の
生
母
岩
室
磐
代
は
宮
家
に
出
仕

し
た
家
女
房
で
あ
る
し
、
先
の
勧
修
寺
晴
子
は
親
王
御
所
、
霊
元
天
皇
の
生

母
園
国
子
は
院
御
所
に
出
仕
し
た
女
房
で
、
禁
裏
勤
め
の
経
験
は
な
い
。

　
い
ず
れ
に
せ
よ
、
女
官
・
女
房
で
あ
る
生
母
は
、
所
生
の
皇
子
が
天
皇
に

な
っ
て
も
、
た
だ
ち
に
身
位
に
変
動
は
生
じ
な
い
。
一
般
的
に
、
新
天
皇
の

生
母
も
含
め
、
禁
裏
の
女
官
は
近
仕
し
て
い
た
天
皇
が
譲
位
す
れ
ば
、
院
御

所
の
女
房
に
異
動
す
る
。
た
だ
、
天
皇
の
代
替
わ
り
で
、
禁
裏
の
女
官
全
員

が
入
れ
替
わ
る
わ
け
で
は
な
く
、
大
典
侍
・
勾
当
内
侍
・
伊
予
（
総
称
し
て

三
頭
）
は
、
禁
裏
に
留
ま
る
の
が
倣
わ
し
で
あ
っ
た
。
天
皇
生
母
の
女
官
の

な
か
に
も
、
姉
小
路
定
子
（
典
侍
）
の
よ
う
に
、
子
の
桃
園
天
皇
の
受
禅
日

に
大
典
侍
に
進
ん
で
、
禁
裏
勤
め
を
続
け
た
例
が
見
ら
れ
る
。
近
世
で
は
唯

一
の
例
で
、
桜
町
天
皇
の
意
思
と
解
さ
れ
る
。
桜
町
天
皇
は
、
正
妻
二
条
舎

子
を
桃
園
天
皇
の
「
実
母
」
と
し
、
舎
子
の
実
家
二
条
家
を
そ
の
外
戚
と
す

る
こ
と
を
明
示
し
た
。
そ
の
た
め
、
姉
小
路
定
子
は
公
的
に
は
桃
園
天
皇
の

母
で
は
な
く
、
桃
園
天
皇
在
位
中
の
一
五
年
間
、
天
皇
に
仕
え
る
形
で
大
典

侍
の
任
を
果
た
し
た
。
し
か
し
、
天
皇
が
宝
暦
一
二
年
（
一
七
六
二
）
在
位

中
に
没
す
る
と
、
天
皇
の
生
母
と
し
て
遇
す
る
動
き
が
朝
廷
内
で
起
こ
り
、

幕
府
と
の
交
渉
に
よ
り
、
翌
年
、
准
三
宮
を
へ
ず
に
女
院
号
（
開
明
門
院
）

を
得
る
と
い
う
異
例
の
処
置
が
と
ら
れ
た
。

　
近
世
で
は
、
天
皇
の
生
母
は
み
な
最
終
的
に
は
女
院
号
を
得
る
。
そ
の
時

期
は
、
本
人
の
死
や
所
生
の
天
皇
の
死
を
契
機
と
す
る
こ
と
が
多
く
、
た
と

え
、
存
命
中
に
女
院
号
が
与
え
ら
れ
て
も
、
「
女
院
」
と
は
称
さ
れ
ず
、
女
院
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御
料
は
な
い
。
と
り
わ
け
、
一
七
世
紀
に
お
い
て
は
、
後
水
尾
天
皇
の
正
妻

が
将
軍
徳
川
秀
忠
の
娘
和
子
（
東
福
門
院
）
で
、
後
光
明
・
後
西
・
霊
元
三

天
皇
の
養
母
と
な
っ
て
い
た
こ
と
な
ど
か
ら
、
そ
の
生
母
た
ち
が
、
准
三
宮
・

女
院
号
を
得
た
の
は
没
時
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
次
の
東
山
天
皇
の
生
母
松

木
宗
子
（
典
侍
）
は
、
天
皇
の
生
母
の
な
か
で
異
彩
を
放
ち
、
後
代
に
影
響

を
与
え
た
。

　
霊
元
天
皇
の
正
妻
鷹
司
房
子
と
後
嗣
東
山
天
皇
は
母
子
関
係
を
結
ん
で
い

な
か
っ
た
た
め
、
宗
子
は
天
皇
の
生
母
と
し
て
の
影
響
力
を
保
持
し
た
。
そ

の
こ
と
は
、
待
遇
面
に
も
現
れ
、
東
山
天
皇
の
践
詐
か
ら
二
年
足
ら
ず
の
元

禄
二
年
（
一
六
八
九
）
一
月
、
早
く
も
准
三
宮
と
な
り
、
住
居
も
準
備
さ
れ

た
（
准
后
御
殿
）
。
正
徳
元
年
（
一
七
＝
）
出
家
を
契
機
に
女
院
号
（
敬
法

門
院
）
を
得
る
と
、
こ
こ
が
敬
法
門
院
御
所
と
呼
ば
れ
る
。
ま
た
、
准
三
宮

時
代
に
、
幕
府
か
ら
米
一
〇
〇
〇
俵
が
進
上
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
朝
廷
で

は
御
料
に
代
わ
る
も
の
と
認
識
さ
れ
た
。
そ
の
た
め
、
姉
小
路
定
子
へ
の
待

遇
に
関
す
る
幕
府
と
の
交
渉
に
お
い
て
も
、
「
敬
法
門
院
御
格
式
之
通
」
り
を

希
望
し
、
米
一
〇
〇
〇
俵
の
進
上
を
獲
得
し
て
い
る
。
住
居
は
、
大
典
侍
時

代
に
朝
廷
か
ら
拝
領
し
た
も
の
が
あ
っ
て
緊
急
性
が
な
か
っ
た
た
め
、
す
ぐ

に
は
準
備
さ
れ
ず
、
明
和
九
年
（
一
七
七
二
）
、
故
孝
子
内
親
王
御
殿
の
旧
地

に
造
営
さ
れ
た
御
所
に
移
居
し
た
。
こ
れ
ら
を
先
例
と
し
た
の
が
、
孝
明
天

皇
の
生
母
正
親
町
雅
子
（
典
侍
）
で
あ
る
。
雅
子
は
、
弘
化
四
年
（
一
八
四

七
）
孝
明
天
皇
の
即
位
を
見
届
け
た
あ
と
隠
退
し
て
実
家
に
戻
り
、
二
年
後
、

薙
髪
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
女
官
の
多
く
は
、
近
仕
す
る
天
皇
が
没
す
れ
ば
、

禁
裏
を
退
き
薙
髪
す
る
の
が
通
例
で
、
仁
孝
天
皇
に
仕
え
、
皇
子
を
儲
け
た

雅
子
は
当
然
こ
れ
に
従
っ
た
。
し
か
し
、
孝
明
天
皇
の
生
母
と
い
う
立
場
に

よ
り
、
朝
廷
は
、
こ
の
段
階
で
女
院
号
と
住
居
間
題
を
議
し
、
幕
府
に
諮
っ

た
。
そ
の
結
果
、
嘉
永
三
年
（
一
八
五
〇
）
准
三
宮
・
女
院
号
を
得
、
米
一

〇
〇
〇
俵
、
屋
敷
地
お
よ
び
建
物
料
（
諸
入
用
銀
一
三
二
貫
三
二
〇
目
）
が

進
上
さ
れ
る
。
そ
し
て
同
年
、
造
営
さ
れ
た
御
所
に
入
居
し
た
。

　
こ
の
よ
う
に
、
天
皇
の
生
母
に
は
、
女
院
号
が
与
え
ら
れ
、
そ
の
際
存
命

で
あ
れ
ば
、
御
所
が
用
意
さ
れ
た
。
通
常
は
、
こ
の
段
階
で
よ
う
や
く
、
他

の
女
官
（
皇
子
女
を
儲
け
た
女
官
を
含
む
）
と
明
確
な
一
線
を
画
す
る
こ
と

に
な
り
、
天
皇
の
「
家
族
」
と
位
置
づ
け
ら
れ
る
。

三
　
天
皇
の
娘
（
皇
女
）

　
天
皇
の
娘
と
し
て
生
ま
れ
た
女
性
の
将
来
の
選
択
肢
は
、
大
雑
把
に
分
け

れ
ば
、
婚
姻
す
る
か
、
比
丘
尼
御
所
に
入
る
か
、
天
皇
家
に
留
ま
る
か
の
三

つ
に
な
る
。
後
者
の
二
つ
は
未
婚
と
な
る
の
で
、
こ
こ
で
は
大
き
く
既
婚
と

未
婚
と
に
分
け
て
論
じ
る
。

　
（
一
）
既
婚

　
近
世
で
は
、
皇
子
は
夫
折
し
な
け
れ
ば
み
な
親
王
と
な
る
が
、
皇
女
は
必

ず
し
も
内
親
王
と
は
な
ら
な
い
。
内
親
王
と
な
っ
た
皇
女
は
二
四
人
で
、
こ

の
う
ち
の
半
数
に
あ
た
る
一
二
人
は
婚
姻
し
た
皇
女
だ
が
、
本
来
、
内
親
王

宣
下
と
婚
姻
と
の
間
に
明
確
な
因
果
関
係
は
な
か
っ
た
。
皇
女
の
婚
姻
先
と
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し
て
は
、
ま
ず
摂
家
が
考
え
ら
れ
、
一
七
世
紀
末
以
降
は
世
襲
親
王
家
と
な
っ

て
い
る
。
こ
の
移
行
が
意
図
的
な
も
の
で
あ
る
か
ど
う
か
は
判
然
と
し
な
い
。

ち
な
み
に
、
世
襲
親
王
家
は
一
八
世
紀
前
半
ま
で
に
四
家
と
な
り
、
当
主
の

正
妻
は
、
一
七
世
紀
後
半
以
降
、
摂
家
の
娘
か
天
皇
・
親
王
家
の
娘
で
あ
る
。

　
中
世
ま
で
は
、
皇
女
の
臣
下
へ
の
降
嫁
は
好
ま
し
く
な
い
と
の
意
識
が
強

か
っ
た
と
言
わ
れ
る
。
近
世
に
入
っ
て
、
そ
の
意
識
が
突
然
消
え
た
と
は
思

わ
れ
ず
、
降
嫁
開
始
は
、
前
代
に
お
け
る
天
皇
と
摂
家
と
の
疎
遠
を
解
消
す

る
一
策
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
徳
川
家
康
が
朝
廷
に
お
け

る
摂
家
重
視
の
方
針
を
打
ち
出
し
た
こ
と
、
天
皇
の
正
妻
が
摂
家
の
娘
を
迎

え
る
こ
と
で
復
活
し
た
こ
と
と
も
無
縁
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
一
七

世
紀
は
皇
女
が
多
く
、
経
済
力
が
十
分
で
な
か
っ
た
天
皇
家
に
と
っ
て
、
そ

の
処
遇
は
頭
の
痛
い
問
題
で
も
あ
っ
た
。
皇
女
の
御
領
も
確
保
さ
れ
て
お
ら

ず
、
徳
川
和
子
（
東
福
門
院
）
所
生
の
二
皇
女
が
、
婚
姻
に
際
し
て
幕
府
か

ら
三
〇
〇
〇
石
を
進
上
さ
れ
て
い
る
の
は
将
軍
血
縁
者
（
徳
川
秀
忠
の
孫
娘
）

に
対
す
る
処
遇
で
、
皇
女
御
領
（
化
粧
料
）
の
先
例
に
は
到
底
な
り
え
な
い
。

お
そ
ら
く
一
七
世
紀
に
お
い
て
は
、
化
粧
料
は
特
に
な
か
っ
た
と
み
た
方
が

よ
い
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
が
、
一
九
世
紀
に
は
三
〇
〇
石
と
認
識
さ
れ
、
仁
孝

天
皇
の
二
皇
女
は
婚
約
に
と
も
な
っ
て
化
粧
料
三
〇
〇
石
を
得
て
い
る
。

　
さ
て
、
近
世
で
婚
姻
に
至
っ
た
皇
女
の
総
数
は
一
四
人
（
た
だ
し
、
う
ち

一
人
は
離
縁
日
円
照
寺
初
代
文
智
）
に
の
ぼ
る
が
、
こ
の
ほ
か
に
、
婚
約
者

の
死
去
に
よ
っ
て
結
果
的
に
未
婚
と
な
っ
た
皇
女
が
二
人
（
霊
元
院
皇
女
八

十
宮
”
吉
子
内
親
王
と
仁
孝
天
皇
皇
女
敏
宮
1
1
淑
子
内
親
王
）
お
り
、
順
調

に
進
ん
で
い
れ
ば
総
計
工
ハ
人
と
な
る
。
一
〇
歳
以
上
ま
で
生
存
し
た
皇
女

が
五
四
人
な
の
で
そ
の
三
割
弱
を
占
め
る
。
婚
姻
先
が
限
ら
れ
て
い
る
こ
と

を
考
慮
す
る
と
そ
れ
な
り
の
割
合
を
占
め
、
近
世
的
特
徴
の
一
つ
で
あ
る
。

　
ま
た
、
婚
姻
先
と
し
て
今
ひ
と
つ
特
徴
な
の
は
将
軍
家
の
存
在
で
あ
る
。

皇
女
と
将
軍
家
と
の
縁
談
は
通
算
四
度
確
認
で
き
る
が
、
こ
の
う
ち
二
度
は

不
成
立
で
あ
っ
た
。
将
軍
家
と
の
縁
談
は
、
い
ず
れ
も
幕
府
か
ら
の
働
き
か

け
に
よ
る
。
し
た
が
っ
て
、
成
立
し
な
か
っ
た
の
は
天
皇
側
が
断
っ
た
た
め

で
、
天
皇
家
が
、
将
軍
家
を
皇
女
の
婚
姻
先
と
し
て
好
ま
し
く
思
っ
て
い
な

か
っ
た
こ
と
を
窺
わ
せ
る
（
成
立
し
た
二
度
は
政
治
的
判
断
）
。
具
体
的
に
は
、

後
水
尾
院
の
皇
女
朱
宮
（
光
子
内
親
王
）
と
四
代
将
軍
徳
川
家
綱
、
桜
町
院

の
皇
女
緋
宮
（
智
子
内
親
王
）
と
九
代
将
軍
徳
川
家
重
の
世
子
家
治
の
縁
組

で
、
と
も
に
皇
女
の
父
後
水
尾
院
、
桜
町
院
が
承
諾
し
な
か
っ
た
。

　
（
二
）
未
婚

　
　
1
　
天
皇

　
近
世
に
は
古
代
以
来
と
な
る
女
帝
が
二
人
存
在
す
る
。
親
王
宣
下
は
皇
位

継
承
の
必
須
条
件
で
、
二
人
と
も
事
前
に
内
親
王
に
な
っ
て
お
り
、
ま
た
、

生
涯
不
婚
で
あ
る
。
女
帝
擁
立
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
政
治
的
事
情
が
要
因
と

な
る
が
、
女
帝
に
は
、
皇
位
継
承
を
起
因
と
す
る
朝
廷
の
政
治
的
混
迷
を
、

当
面
回
避
し
、
儲
君
（
次
代
の
男
帝
で
、
そ
の
子
孫
に
代
々
皇
位
が
継
承
さ

れ
て
い
く
予
定
で
あ
る
人
物
）
へ
滞
り
な
く
橋
渡
し
（
中
継
）
す
る
こ
と
が

期
待
さ
れ
て
い
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
た
だ
、
こ
れ
は
後
西
天
皇
に
も
当
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て
は
ま
る
の
で
、
一
概
に
女
帝
に
の
み
期
待
さ
れ
た
役
割
と
は
言
い
得
な
い
。

そ
う
し
た
こ
と
を
踏
ま
え
る
と
、
幕
府
と
の
関
係
、
朝
廷
の
体
制
な
ど
背
景

に
相
違
点
の
多
い
明
正
天
皇
と
後
桜
町
天
皇
に
つ
い
て
、
ま
ず
は
個
別
に
検

証
し
、
そ
の
上
で
女
帝
論
を
構
築
す
る
必
要
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
今
回
は

省
略
す
る
が
、
後
桜
町
天
皇
の
場
合
、
譲
位
後
も
含
め
て
、
朝
廷
・
天
皇
家

内
で
担
っ
た
役
割
が
重
大
に
な
っ
て
い
っ
た
こ
と
は
指
摘
し
て
お
き
た
い
。

　
と
こ
ろ
で
、
二
三
歳
で
皇
位
に
就
い
た
後
桜
町
天
皇
は
、
七
歳
で
天
皇
と

な
っ
た
明
正
天
皇
と
は
異
な
り
、
も
と
も
と
、
生
涯
未
婚
の
ま
ま
天
皇
家
に

留
ま
る
皇
女
と
し
て
の
道
が
選
択
さ
れ
て
い
た
。
父
桜
町
院
は
、
す
で
に
述

べ
た
よ
う
に
、
正
妻
二
条
舎
子
、
桃
園
天
皇
生
母
姉
小
路
定
子
の
扱
い
に
お

い
て
明
確
な
方
針
を
示
し
た
が
、
こ
れ
は
皇
女
に
対
し
て
も
行
わ
れ
た
。
舎

子
所
生
（
つ
ま
り
嫡
出
子
）
で
あ
る
第
一
皇
女
美
喜
宮
（
一
〇
歳
で
没
）
を

わ
ず
か
四
歳
で
内
親
王
（
盛
子
）
に
し
た
の
は
そ
の
一
つ
で
あ
る
。
第
二
皇

女
の
緋
宮
（
後
桜
町
天
皇
）
が
内
親
王
に
な
る
の
は
一
一
歳
の
時
で
姉
宮
に

比
べ
る
と
遅
い
が
、
の
ち
に
天
皇
に
な
る
こ
と
と
は
無
関
係
で
あ
っ
た
。
ま

た
桜
町
院
は
、
寛
延
元
年
（
一
七
四
八
）
幕
府
か
ら
の
密
々
の
縁
組
の
申
し

入
れ
を
断
る
際
、
ど
こ
に
も
遣
わ
す
つ
も
り
が
な
い
と
述
べ
て
い
る
。
こ
れ

が
謝
絶
の
た
め
の
口
実
で
な
か
っ
た
こ
と
は
、
そ
の
後
の
動
向
（
誰
と
も
縁

組
を
せ
ず
、
比
丘
尼
御
所
に
も
入
っ
て
い
な
い
こ
と
）
か
ら
明
ら
か
で
あ
る
。

寛
延
二
年
に
名
字
智
子
が
与
え
ら
れ
、
翌
年
三
月
内
親
王
宣
下
が
行
わ
れ
た
。

同
年
桜
町
院
が
没
す
る
と
、
朝
廷
は
幕
府
と
掛
け
合
い
、
御
料
三
〇
〇
石
が

進
上
さ
れ
る
。
さ
ら
に
、
宝
暦
九
年
（
一
七
五
九
）
に
は
皇
女
と
し
て
は
稀

な
一
品
に
叙
品
さ
れ
た
。
御
料
三
〇
〇
石
お
よ
び
一
品
は
、
後
光
明
天
皇
の

遺
児
で
特
別
な
待
遇
を
受
け
た
女
一
宮
（
孝
子
内
親
王
1
1
礼
成
門
院
）
を
先

例
と
し
て
い
る
。
そ
し
て
翌
年
、
明
屋
敷
と
な
っ
て
い
た
故
桜
町
院
御
所
の

敷
地
内
に
建
て
ら
れ
た
御
殿
に
移
る
。
弟
桃
園
天
皇
の
急
死
で
急
遽
皇
位
に

就
く
の
は
、
こ
の
わ
ず
か
二
年
後
の
こ
と
で
あ
る
。

　
　
2
　
比
丘
尼
御
所

　
近
世
の
皇
女
の
六
割
近
く
は
比
丘
尼
御
所
に
入
っ
て
い
る
。
皇
子
に
比
べ

れ
ば
割
合
は
低
い
も
の
の
、
選
択
肢
の
な
か
で
最
多
を
占
め
る
の
は
当
然
の

結
果
で
あ
ろ
う
。
た
だ
、
門
跡
寺
院
に
入
る
皇
子
が
親
王
に
な
る
の
に
対
し

て
、
比
丘
尼
御
所
に
入
る
皇
女
は
内
親
王
に
な
ら
な
い
の
が
通
例
で
あ
る
。

前
代
の
先
例
に
倣
っ
た
た
め
と
も
思
わ
れ
る
が
、
理
由
は
定
か
で
な
い
。

　
尼
寺
は
、
中
世
の
段
階
で
か
な
り
の
変
動
（
盛
衰
）
が
あ
る
。
皇
女
・
王

女
や
将
軍
家
（
足
利
氏
）
の
娘
な
ど
の
入
る
尼
寺
も
同
様
で
あ
っ
た
。
そ
の

た
め
、
近
世
を
迎
え
る
と
整
備
さ
れ
、
い
わ
ゆ
る
比
丘
尼
御
所
（
こ
の
用
語

は
住
持
と
な
っ
た
皇
女
ら
に
も
用
い
る
）
が
形
成
さ
れ
て
い
く
。
そ
の
過
程

で
、
一
七
世
紀
に
三
寺
（
霊
鑑
寺
・
円
照
寺
・
林
丘
寺
、
初
代
は
い
ず
れ
も

後
水
尾
天
皇
の
皇
女
）
が
創
始
さ
れ
、
次
第
に
序
列
化
も
行
わ
れ
た
。
近
世

に
皇
女
が
入
室
し
た
比
丘
尼
御
所
を
、
そ
の
後
の
序
列
に
従
い
列
記
す
る
と
、

大
聖
寺
・
宝
鏡
寺
・
曇
華
院
・
光
照
院
・
中
宮
寺
・
霊
鑑
寺
・
円
照
寺
・
林

丘
寺
・
慈
受
院
（
一
七
〇
七
年
曇
華
院
が
兼
帯
）
・
三
時
智
恩
寺
と
な
る
。

　
大
聖
寺
は
中
世
の
尼
五
山
の
筆
頭
景
愛
寺
流
で
、
後
陽
成
院
の
二
人
の
皇
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女
が
二
代
続
い
て
住
持
と
な
っ
た
こ
と
で
、
江
戸
時
代
初
期
か
ら
、
比
丘
尼

御
所
一
位
の
座
を
得
、
さ
ら
に
後
水
尾
院
の
二
人
の
皇
女
が
二
代
続
い
た
。

宝
鏡
寺
も
景
愛
寺
流
だ
が
、
寛
永
期
ま
で
は
鷹
司
信
房
の
娘
が
住
持
で
、
そ

の
あ
と
後
水
尾
院
の
皇
女
が
二
代
続
き
、
皇
女
の
入
る
寺
と
な
る
。
曇
華
院

は
、
尼
五
山
の
一
つ
通
玄
寺
流
で
、
元
和
期
ま
で
は
後
奈
良
院
の
皇
女
が
住

持
で
あ
っ
た
。
こ
の
間
、
後
陽
成
院
の
皇
女
が
喝
食
と
な
っ
た
が
天
折
し
、

伏
見
宮
の
王
女
が
続
い
て
住
持
と
な
り
、
そ
の
後
、
後
西
院
の
皇
女
聖
安
が

継
い
だ
。
つ
ま
り
、
上
位
三
か
寺
の
住
持
は
、
後
水
尾
院
の
晩
年
に
は
大
聖

寺
・
宝
鏡
寺
が
後
水
尾
院
皇
女
、
曇
華
院
が
後
西
院
皇
女
（
後
水
尾
院
の
孫
）

で
あ
っ
た
。

　
し
か
し
、
後
水
尾
院
が
没
し
、
さ
ら
に
、
後
水
尾
院
の
皇
女
で
大
聖
寺
住

持
の
永
亨
が
貞
享
三
年
（
一
六
八
六
）
、
宝
鏡
寺
住
持
の
理
忠
が
元
禄
二
年
二

六
八
九
）
に
相
次
い
で
没
す
る
と
、
景
愛
寺
流
（
大
聖
寺
・
宝
鏡
寺
）
と
通

玄
寺
流
（
曇
華
院
）
と
の
対
立
が
、
寺
格
（
寺
柄
）
・
座
次
問
題
と
し
て
表
面

化
し
た
。
霊
元
院
の
時
代
、
座
次
は
俗
世
の
序
列
、
つ
ま
り
姉
妹
（
長
幼
）

の
順
が
優
先
さ
れ
る
傾
向
に
な
っ
て
い
た
こ
と
が
原
因
で
あ
る
。
そ
し
て
、

こ
れ
が
寺
格
に
関
わ
る
紫
衣
・
色
衣
勅
許
問
題
へ
と
発
展
し
て
い
っ
た
。
そ

の
後
の
展
開
は
三
期
に
分
け
ら
れ
る
。

　
大
聖
寺
に
は
、
永
亨
没
後
、
霊
元
院
の
皇
女
が
入
室
し
、
二
年
後
に
得
度

（
永
秀
）
し
た
。
宝
鏡
寺
に
は
、
天
和
三
年
（
一
六
八
三
）
、
す
で
に
後
西
院

の
皇
女
が
入
室
し
て
得
度
（
理
豊
）
し
て
い
た
。
元
禄
二
年
、
理
忠
が
没
す

る
と
、
宝
鏡
寺
の
理
豊
と
曇
華
院
の
聖
安
と
の
間
で
座
次
相
論
が
起
き
た
。

聖
安
が
姉
、
理
豊
が
妹
だ
っ
た
た
め
で
あ
る
。
こ
の
と
き
す
で
に
父
後
西
院

は
亡
く
、
仲
裁
し
う
る
適
任
者
は
い
な
か
っ
た
。
元
禄
六
年
九
月
、
聖
安
は
、

さ
ら
に
紫
衣
勅
許
を
願
い
出
た
。
霊
元
院
と
敬
法
門
院
の
娘
で
あ
る
大
聖
寺

永
秀
は
、
こ
れ
を
霊
元
院
か
ら
知
ら
さ
れ
、
紫
衣
は
景
愛
寺
流
の
大
聖
寺
・

宝
鏡
寺
に
の
み
認
め
ら
れ
る
も
の
だ
と
し
て
、
理
豊
と
と
も
に
反
対
す
る
。

霊
元
院
が
こ
れ
を
支
持
し
た
た
め
、
こ
の
と
き
朝
廷
は
こ
の
願
い
を
退
け
た
。

し
か
し
、
聖
安
は
あ
き
ら
め
ず
、
宝
永
四
年
（
一
七
〇
七
）
、
同
母
弟
の
輪
王

寺
門
跡
公
弁
法
親
王
と
と
も
に
再
び
願
い
出
る
。
永
秀
と
理
豊
は
も
ち
ろ
ん

反
対
し
た
が
、
将
軍
家
と
親
し
い
公
弁
の
存
在
か
ら
幕
府
の
介
入
を
恐
れ
た

朝
廷
（
東
山
天
皇
）
は
、
聖
安
一
代
に
限
る
と
の
条
件
付
き
で
こ
れ
を
認
め

る
こ
と
に
し
た
。
同
年
＝
月
一
四
日
、
ま
ず
大
聖
寺
の
永
秀
に
勅
許
し
、

翌
一
五
日
、
宝
鏡
寺
の
理
豊
と
曇
華
院
の
聖
安
に
勅
許
す
る
と
い
う
苦
肉
の

対
応
で
あ
っ
た
。
一
方
、
座
次
相
論
以
来
、
危
機
感
を
も
っ
た
理
豊
は
、
元

禄
以
降
、
宝
鏡
寺
住
持
の
系
譜
編
纂
を
行
い
、
正
徳
以
降
は
さ
ら
に
、
寺
の

由
来
に
関
わ
る
無
外
如
大
の
伝
記
編
纂
や
如
大
顕
彰
を
試
み
る
な
ど
、
宝
鏡

寺
の
由
緒
・
格
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
力
を
注
ぐ
。

　
さ
て
、
聖
安
一
代
に
限
る
と
は
い
え
、
曇
華
院
住
持
に
紫
衣
が
勅
許
さ
れ

た
こ
と
で
不
安
を
覚
え
た
大
聖
寺
の
永
秀
は
、
父
霊
元
院
を
頼
り
、
享
保
五

年
（
一
七
二
〇
）
八
月
、
中
御
門
天
皇
か
ら
、
今
後
、
紫
衣
色
衣
と
も
大
聖

寺
・
宝
鏡
寺
二
か
寺
以
外
に
は
認
め
な
い
と
い
う
女
房
奉
書
を
得
た
。
こ
の

と
き
す
で
に
聖
安
は
没
し
て
い
て
、
曇
華
院
の
住
持
は
故
東
山
院
の
皇
女
聖

祝
（
中
御
門
天
皇
の
妹
）
で
あ
っ
た
。
翌
年
、
こ
の
聖
祝
が
没
す
る
と
、
生

一11一



後
二
か
月
の
中
御
門
天
皇
の
第
一
皇
女
が
曇
華
院
を
相
続
し
、
享
保
＝
二
年

入
室
し
て
三
年
後
に
得
度
（
聖
珊
）
し
た
。
大
聖
寺
の
永
秀
は
、
享
保
一
〇

年
に
没
し
、
円
照
寺
住
持
で
あ
っ
た
妹
の
文
応
が
大
聖
寺
を
相
続
し
て
円
照

寺
を
兼
帯
し
、
永
応
と
名
を
改
め
た
。
そ
し
て
、
享
保
一
八
年
、
中
御
門
天

皇
の
第
七
皇
女
倫
宮
が
附
弟
に
定
ま
る
。
宝
鏡
寺
は
、
享
保
一
六
年
、
中
御

門
天
皇
の
第
四
皇
女
嘉
久
宮
が
入
室
し
て
二
年
後
に
得
度
（
理
長
、
の
ち
理

秀
）
し
、
大
慈
院
を
兼
帯
。
理
豊
は
隠
居
し
て
本
覚
院
宮
と
称
し
た
。
こ
の

間
の
享
保
一
七
年
に
霊
元
院
が
没
し
て
い
る
。

　
享
保
二
〇
年
、
譲
位
を
目
前
に
し
た
中
御
門
天
皇
は
、
第
一
皇
女
で
あ
る

曇
華
院
の
聖
珊
に
二
品
宣
下
を
行
う
。
比
丘
尼
御
所
の
皇
女
と
し
て
は
初
め

て
の
こ
と
で
、
大
聖
寺
の
永
応
は
、
こ
れ
に
よ
る
座
次
の
異
動
を
心
配
し
、

座
次
は
五
山
の
次
第
に
基
づ
き
、
大
聖
寺
附
弟
倫
宮
、
宝
鏡
寺
理
長
、
曇
華

院
聖
珊
の
順
に
し
て
も
ら
え
る
よ
う
長
橋
局
に
天
皇
へ
の
仲
介
を
依
頼
し
た
。

そ
の
後
、
寛
保
二
年
（
一
七
四
二
）
、
倫
宮
が
得
度
（
永
岐
）
し
て
住
持
と
な

り
、
永
応
は
隠
居
す
る
が
、
延
享
三
年
（
一
七
四
六
）
一
二
月
、
今
度
は
、

譲
位
を
翌
年
に
控
え
た
桜
町
天
皇
が
、
聖
珊
に
色
衣
を
勅
許
す
る
。
直
前
に

な
っ
て
大
叔
母
の
永
応
に
一
応
相
談
（
打
診
）
を
し
て
い
る
も
の
の
、
天
皇

は
自
分
の
意
思
を
貫
い
た
。
こ
の
お
り
、
桜
町
天
皇
は
、
享
保
五
年
の
女
房

奉
書
に
つ
い
て
、
霊
元
院
の
意
向
に
よ
る
も
の
で
、
故
院
（
父
中
御
門
院
）

の
意
思
で
は
な
か
っ
た
と
述
べ
て
い
る
。
こ
の
色
衣
勅
許
は
、
永
応
・
永
咬

に
大
き
な
不
満
を
残
し
た
が
、
天
皇
の
意
向
に
否
や
は
言
え
ず
、
一
代
限
り

と
の
申
し
入
れ
も
差
し
控
え
る
ほ
ど
だ
っ
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
曇
華
院
に
は

色
衣
勅
許
の
道
が
開
か
れ
た
と
も
解
せ
る
が
、
聖
珊
没
後
長
ら
く
空
主
が
続

き
、
そ
の
機
会
は
訪
れ
て
い
な
い
。

　
一
方
で
、
こ
の
色
衣
勅
許
は
、
す
ぐ
さ
ま
光
照
院
住
持
の
尊
乗
に
影
響
を

与
え
た
。
翌
年
二
月
、
早
く
も
尊
乗
は
色
衣
勅
許
願
い
の
動
き
を
見
せ
る
。

光
照
院
は
尼
五
山
の
系
譜
を
直
接
引
い
て
い
な
い
寺
だ
が
、
近
世
に
は
、
後

陽
成
院
の
皇
女
が
近
衛
家
の
猶
子
と
な
っ
て
住
持
と
な
っ
た
あ
と
、
近
衛
前

久
の
娘
を
へ
て
、
再
び
後
陽
成
院
の
皇
女
が
住
持
と
な
っ
た
。
そ
の
後
は
、

後
水
尾
院
の
皇
女
、
後
西
院
の
皇
女
、
京
極
宮
（
桂
宮
）
の
王
女
と
続
き
、

享
保
一
六
年
、
中
御
門
天
皇
の
第
六
皇
女
亀
宮
が
相
続
す
る
こ
と
に
定
ま
り
、

元
文
五
年
（
一
七
四
〇
）
入
室
得
度
（
尊
乗
）
し
て
い
た
。
つ
ま
り
こ
の
時

期
、
比
丘
尼
御
所
上
位
四
か
寺
の
住
持
は
、
す
べ
て
故
中
御
門
院
の
皇
女
だ
っ

た
の
で
あ
る
。

　
尊
乗
の
願
い
は
、
桜
町
天
皇
が
譲
位
し
新
天
皇
の
桃
園
天
皇
が
幼
か
っ
た

こ
と
、
そ
の
後
、
桜
町
院
が
没
し
た
（
一
七
五
〇
）
こ
と
な
ど
が
加
わ
り
、

桃
園
天
皇
が
政
務
を
執
る
よ
う
に
な
る
ま
で
万
事
無
難
を
基
調
と
し
た
朝
廷

に
認
め
ら
れ
ず
、
月
日
が
流
れ
た
。
し
か
し
、
尊
乗
は
、
同
母
兄
の
輪
王
寺

門
跡
だ
っ
た
公
遵
法
親
王
に
も
頼
ん
で
、
朝
廷
へ
の
働
き
か
け
を
続
け
た
。

そ
の
結
果
、
宝
暦
六
年
（
一
七
五
⊥
ハ
）
三
月
、
一
六
歳
と
な
っ
た
桃
園
天
皇

の
も
と
、
つ
い
に
色
衣
が
勅
許
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
た
め
、
大
聖
寺

の
永
鮫
と
宝
鏡
寺
の
理
秀
は
、
尊
乗
の
一
代
限
り
を
願
い
出
て
聞
き
届
け
ら

れ
、
色
衣
勅
許
の
運
び
と
な
っ
た
。
こ
う
し
て
、
大
聖
寺
永
咬
・
宝
鏡
寺
理

秀
が
紫
衣
、
曇
華
院
聖
珊
・
光
照
院
尊
乗
が
色
衣
と
い
う
、
尼
寺
で
は
異
例
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の
厚
遇
が
同
時
期
に
実
現
し
た
。

　
こ
の
よ
う
に
、
寺
格
と
自
ら
の
地
位
向
上
に
強
い
意
欲
を
見
せ
た
皇
女
た

ち
が
い
た
こ
と
は
確
認
で
き
る
が
、
尼
と
し
て
の
活
動
に
つ
い
て
は
、
日
々

の
勤
め
の
ほ
か
、
祝
聖
と
い
う
祭
（
毎
月
一
日
二
五
日
、
冬
至
な
ど
）
を

寺
院
で
行
っ
て
い
た
と
言
わ
れ
て
い
る
こ
と
、
後
水
尾
院
の
皇
女
ら
に
よ
る

観
音
臓
法
や
戒
師
を
つ
と
め
た
事
例
な
ど
が
確
認
で
き
る
程
度
で
、
具
体
的

な
活
動
や
そ
の
意
義
は
い
ま
だ
解
明
さ
れ
て
い
な
い
。
今
後
の
研
究
が
待
た

れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
　
3
　
そ
の
他

　
比
丘
尼
御
所
と
な
ら
ず
に
未
婚
の
ま
ま
生
涯
を
全
う
し
た
皇
女
は
、
女
帝

を
除
く
と
八
人
（
一
〇
歳
以
上
生
存
し
た
者
に
限
る
）
で
、
一
七
世
紀
に
多

い
。
皇
女
の
多
か
っ
た
こ
の
時
期
、
比
丘
尼
御
所
と
婚
姻
だ
け
で
は
足
り
な

か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
も
あ
る
。
こ
う
な
る
と
、
生
母
が
天
皇
の
正
妻
な
ど

で
、
そ
の
御
殿
（
御
所
）
に
同
居
で
き
る
皇
女
が
天
皇
家
に
留
ま
り
や
す
い
。

そ
し
て
こ
の
皇
女
ら
は
、
あ
る
程
度
の
年
齢
に
達
す
る
と
内
親
王
宣
下
を
受

け
た
（
た
だ
し
、
一
〇
歳
で
没
し
た
後
西
院
皇
女
の
賀
陽
宮
は
こ
れ
に
当
て

は
ま
ら
な
い
）
。

　
具
体
的
に
紹
介
す
る
と
、
後
水
尾
院
皇
女
女
三
宮
（
昭
子
内
親
王
、
母
は

徳
川
和
子
）
、
後
光
明
天
皇
皇
女
女
一
宮
（
孝
子
内
親
王
、
母
は
庭
田
重
秀
の

娘
ー
ー
典
侍
）
、
後
西
院
皇
女
八
百
宮
（
誠
子
内
親
王
、
母
は
高
松
宮
明
子
）
、

霊
元
院
皇
女
定
宮
（
勝
子
内
親
王
、
母
は
松
木
宗
子
）
で
あ
る
。
こ
の
う
ち

孝
子
内
親
王
（
親
王
宣
下
は
三
四
歳
の
時
）
は
、
前
述
し
た
よ
う
に
後
光
明

天
皇
の
唯
一
の
子
で
、
朝
廷
（
後
水
尾
院
の
意
向
か
？
）
で
は
、
天
皇
没
後
、

生
涯
手
許
に
留
め
て
厚
遇
す
る
方
針
を
と
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
御
殿
が
造
営

さ
れ
て
生
母
と
同
居
し
、
御
領
三
〇
〇
石
が
与
え
ら
れ
、
宝
永
五
年
（
一
七

〇
八
）
に
は
一
品
、
享
保
一
〇
年
（
一
七
二
五
）
の
没
時
に
は
准
三
宮
を
へ

て
女
院
号
（
礼
成
門
院
）
を
得
て
い
る
。
な
お
、
林
丘
寺
初
代
と
な
っ
た
後

水
尾
院
皇
女
の
朱
宮
（
光
子
内
親
王
、
母
は
櫛
笥
隆
子
1
1
掌
侍
）
も
、
林
丘

寺
創
始
が
四
九
歳
の
時
な
の
で
、
こ
の
グ
ル
ー
プ
に
准
ず
る
皇
女
で
あ
る
。

後
水
尾
院
御
所
近
く
の
公
家
町
に
御
殿
が
あ
っ
た
。

　
こ
れ
に
比
し
て
一
八
世
紀
以
降
の
未
婚
皇
女
の
様
相
は
異
な
る
。
残
る
三

人
の
う
ち
二
人
は
婚
約
者
の
死
で
図
ら
ず
も
未
婚
と
な
っ
た
皇
女
で
あ
る
。

霊
元
院
皇
女
の
八
十
宮
（
吉
子
内
親
王
、
母
は
松
室
重
敦
の
娘
目
院
女
房
）

は
、
七
代
将
軍
徳
川
家
継
と
の
婚
約
後
、
関
東
下
向
ま
で
の
住
ま
い
が
幕
府

に
よ
っ
て
建
設
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
し
て
家
継
が
死
去
（
一
七
一
六
）

す
る
と
、
わ
ず
か
三
歳
で
寡
婦
扱
い
と
な
り
、
同
年
幕
府
か
ら
合
力
米
五
〇

〇
石
が
進
上
さ
れ
、
建
設
さ
れ
た
御
殿
で
生
涯
を
過
ご
す
こ
と
に
な
る
。
享

保
一
四
年
（
一
七
二
九
）
、
幕
府
は
さ
ら
に
合
力
銀
年
二
〇
〇
両
を
進
上
し
た
。

五
年
後
、
一
九
歳
で
薙
髪
し
、
宝
暦
八
年
（
一
七
五
八
）
の
没
疇
に
二
品
に

叙
せ
ら
れ
る
。

　
仁
孝
天
皇
皇
女
の
敏
宮
（
淑
子
内
親
王
、
母
は
甘
露
寺
妊
子
1
1
典
侍
）
は
、

天
保
＝
年
（
一
八
四
〇
）
閑
院
宮
愛
仁
親
王
と
婚
約
し
、
そ
れ
に
と
も
な

い
化
粧
料
三
〇
〇
石
を
得
た
が
、
二
年
後
、
親
王
が
没
し
た
。
御
殿
を
持
た
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ず
婚
姻
先
も
失
っ
た
淑
子
内
親
王
は
、
そ
の
後
、
住
ま
い
を
転
々
と
せ
ざ
る

を
得
な
か
っ
た
。
そ
う
し
た
内
親
王
に
大
転
機
が
訪
れ
た
の
は
文
久
二
年
（
一

八
六
二
）
で
、
空
主
の
続
く
桂
宮
家
を
相
続
す
る
こ
と
に
決
ま
っ
た
の
で
あ

る
。
親
王
家
初
の
女
性
当
主
誕
生
だ
っ
た
。
翌
年
、
幕
府
は
道
具
料
五
〇
〇

石
を
進
上
す
る
。
慶
応
二
年
（
一
八
六
六
）
一
品
に
叙
せ
ら
れ
、
准
三
宮
と

な
っ
た
。

　
残
る
一
人
は
桜
町
院
皇
女
の
美
喜
宮
（
盛
子
内
親
王
）
で
、
一
〇
歳
で
没

し
た
た
め
、
そ
の
将
来
は
未
確
定
の
要
素
を
残
す
が
、
先
に
述
べ
た
よ
う
に
、

桜
町
院
は
手
許
に
留
め
る
つ
も
り
だ
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
延
享
三
年

（一

ｵ
四
六
）
の
没
時
に
や
は
り
二
品
に
叙
せ
ら
れ
て
い
る
。

　
以
上
、
皇
女
の
動
向
を
概
観
し
た
が
、
こ
れ
に
よ
り
一
八
世
紀
中
葉
か
ら

待
遇
や
格
の
整
備
が
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
る
。
ま
ず
、
享
保

二
〇
年
（
一
七
三
五
）
の
中
御
門
院
皇
女
聖
珊
へ
の
二
品
宣
下
を
契
機
に
、

既
婚
・
未
婚
の
別
な
く
、
皇
女
に
は
二
品
が
叙
せ
ら
れ
る
傾
向
が
み
ら
れ
る
。

既
婚
の
皇
女
で
は
、
寛
保
三
年
（
一
七
四
三
）
霊
元
院
皇
女
の
栄
子
内
親
王

（
二
条
綱
平
室
）
と
東
山
院
皇
女
の
秋
子
内
親
王
（
伏
見
宮
貞
建
親
王
室
）

が
同
時
に
二
品
に
叙
せ
ら
れ
、
明
和
二
年
（
一
七
六
五
）
中
御
門
院
皇
女
の

成
子
内
親
王
（
閑
院
宮
典
仁
親
王
室
）
が
二
品
に
叙
せ
ら
れ
た
。
比
丘
尼
御

所
（
皇
女
）
で
は
、
中
御
門
院
皇
女
の
尊
乗
と
永
鮫
が
、
天
明
元
年
（
一
七

八
一
）
や
は
り
同
時
に
二
品
に
叙
せ
ら
れ
て
い
る
。

　
次
に
、
皇
女
の
御
領
で
あ
る
が
、
寛
延
三
年
（
一
七
五
〇
）
の
桜
町
院
皇

女
智
子
内
親
王
へ
の
三
〇
〇
石
進
上
後
、
天
明
二
年
、
後
桃
園
天
皇
皇
女
の

欣
子
内
親
王
に
も
三
〇
〇
石
が
進
上
さ
れ
た
。
こ
の
二
人
は
天
皇
の
正
妻
所

生
の
皇
女
で
、
典
侍
所
生
の
皇
女
で
あ
る
仁
孝
天
皇
皇
女
の
敏
宮
（
淑
子
内

親
王
）
と
和
宮
（
親
子
内
親
王
）
は
、
婚
約
に
と
も
な
い
当
然
の
こ
と
と
し

て
化
粧
料
三
〇
〇
石
が
進
上
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
一
八
世

紀
後
半
以
降
に
、
皇
女
の
御
領
に
対
す
る
何
ら
か
の
方
針
が
定
ま
っ
た
可
能

性
が
指
摘
で
き
る
。
た
だ
、
『
幕
末
の
宮
廷
』
に
は
、
天
皇
の
正
妻
所
生
の
皇

子
女
は
、
誕
生
す
れ
ば
幕
府
か
ら
三
〇
〇
石
が
つ
け
ら
れ
、
典
侍
・
掌
侍
所

生
の
皇
子
女
に
は
五
〇
石
が
つ
け
ら
れ
て
、
縁
組
が
成
立
し
た
り
比
丘
尼
御

所
に
な
る
と
、
二
五
〇
石
増
や
し
て
三
〇
〇
石
に
す
る
と
あ
る
が
、
智
子
・

欣
子
両
内
親
王
へ
の
三
〇
〇
石
進
上
は
誕
生
時
で
は
な
く
、
少
な
く
と
も
一

八
世
紀
ま
で
は
当
て
は
ま
ら
な
い
。
ま
た
、
比
丘
尼
御
所
を
相
続
（
得
度
は

し
て
い
な
い
）
し
た
光
格
院
の
三
皇
女
に
三
〇
〇
石
が
進
上
さ
れ
た
と
い
う

記
録
に
も
出
会
っ
て
い
な
い
。
敏
宮
や
和
宮
に
し
て
も
誕
生
時
に
五
〇
石
が

つ
け
ら
れ
た
か
ど
う
か
未
確
認
で
、
な
お
史
料
の
精
査
が
必
要
で
あ
る
。

　
最
後
に
、
皇
女
中
の
内
親
王
の
比
率
が
あ
が
っ
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。

こ
れ
は
、
皇
女
で
あ
っ
て
も
天
皇
の
第
一
子
で
正
妻
所
生
で
あ
れ
ば
重
ん
じ

ら
れ
た
こ
と
、
光
格
院
の
皇
女
の
な
か
で
は
も
っ
と
も
長
命
で
欣
子
内
親
王

を
准
母
と
す
る
欽
宮
（
一
九
歳
で
没
）
が
、
宝
鏡
寺
を
相
続
し
て
い
た
も
の

の
、
故
光
格
院
の
意
向
に
よ
り
天
保
＝
二
年
（
一
八
四
二
）
没
時
に
、
異
例

の
内
親
王
宣
下
を
受
け
る
な
ど
し
た
た
め
で
あ
る
。
欽
宮
は
光
格
院
が
没
す

る
ま
で
院
御
所
に
同
居
し
て
い
た
。
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お
わ
り
に

　
こ
う
し
て
み
る
と
、
天
皇
家
に
お
い
て
も
、
近
世
に
確
立
す
る
「
家
」
観

念
（
正
妻
の
重
視
、
嫡
庶
長
幼
の
順
、
親
子
相
続
）
は
着
実
に
根
付
い
て
い
っ

た
こ
と
が
窺
え
る
。
ま
た
、
近
世
の
朝
廷
は
、
幕
府
に
よ
っ
て
再
生
さ
れ
た

と
い
っ
て
も
よ
く
、
幕
府
主
導
で
形
成
さ
れ
た
枠
組
み
の
な
か
で
、
天
皇
家

の
女
性
た
ち
も
生
き
て
い
た
。

　
近
世
的
朝
廷
の
形
成
期
で
あ
っ
た
一
七
世
紀
は
、
幕
府
の
朝
廷
に
対
す
る

基
本
方
針
の
も
と
、
幕
府
財
政
に
余
裕
が
あ
っ
た
こ
と
や
徳
川
和
子
（
東
福

門
院
）
の
存
在
に
よ
り
、
天
皇
家
は
、
幕
府
か
ら
比
較
的
経
済
援
助
を
得
ら

れ
た
時
期
と
い
え
る
。
比
丘
尼
御
所
の
三
寺
創
始
、
未
婚
皇
女
の
御
殿
造
営
、

修
学
院
な
ど
後
水
尾
院
別
邸
の
造
営
は
そ
の
現
れ
で
あ
る
。
し
か
し
、
後
水

尾
院
・
東
福
門
院
没
後
の
朝
廷
は
、
そ
れ
ま
で
に
築
い
た
幕
府
と
の
協
調
関

係
を
背
景
と
し
つ
つ
も
徐
々
に
変
容
し
て
い
く
。
そ
れ
に
呼
応
す
る
よ
う
に
、

天
皇
生
母
の
待
遇
の
変
化
や
、
比
丘
尼
御
所
へ
の
紫
衣
勅
許
が
始
ま
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
つ

　
幕
府
財
政
が
悪
化
す
る
一
八
世
紀
以
降
は
、
こ
の
流
れ
の
な
か
で
一
七
世

紀
の
一
事
例
を
拠
り
所
に
、
待
遇
の
制
度
化
を
幕
府
に
働
き
か
け
て
い
る
。

寛
延
三
年
（
一
七
五
〇
）
の
女
院
御
料
三
〇
〇
〇
石
決
定
に
は
、
新
上
西
門

院
が
三
〇
〇
〇
石
を
得
て
い
た
と
い
う
先
例
が
あ
り
、
同
年
の
智
子
内
親
王

へ
の
三
〇
〇
石
進
上
に
も
、
孝
子
内
親
王
の
三
〇
〇
石
と
い
う
先
例
が
あ
る
。

さ
ら
に
、
皇
女
へ
の
叙
品
や
内
親
王
宣
下
の
増
加
、
皇
女
入
室
を
基
本
と
し

た
比
丘
尼
御
所
上
位
四
か
寺
へ
の
御
所
号
授
与
は
、
た
と
え
天
皇
の
養
女
と

な
っ
た
と
し
て
も
親
王
家
王
女
と
は
格
が
違
う
こ
と
を
現
し
て
い
る
。

　
こ
う
し
た
序
列
化
・
制
度
化
は
、
近
世
天
皇
・
朝
廷
の
権
能
を
補
完
す
る

も
の
で
も
あ
っ
た
。
た
だ
、
後
宮
は
古
代
以
降
歴
史
的
に
変
容
し
続
け
て
お

り
、
女
帝
論
も
含
め
て
い
ま
だ
発
展
途
上
の
研
究
分
野
で
あ
る
と
い
わ
ざ
る

を
得
な
い
。
後
宮
の
制
度
・
機
構
が
、
表
方
の
そ
れ
と
の
関
わ
り
な
し
に
語

れ
な
い
こ
と
は
自
明
で
、
そ
の
政
治
的
役
割
も
表
方
と
の
連
携
の
な
か
で
捉

え
る
必
要
が
あ
る
。
ま
た
、
近
世
の
後
宮
の
研
究
に
限
定
す
る
な
ら
ば
、
近

年
進
め
ら
れ
て
い
る
武
家
の
「
奥
」
と
の
比
較
検
討
や
、
両
者
の
広
範
に
お

よ
ぶ
交
流
を
追
究
す
る
こ
と
で
、
公
家
・
武
家
社
会
を
新
た
な
視
角
か
ら
構

築
し
う
る
可
能
性
が
生
ま
れ
て
く
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
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